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私たちは、何を未来に残す？
　江戸時代、現在の岡山県下で城を
置くことが許された四つの町の一つで
あった勝山。江戸・明治・大正期の町
家が今も残り、武家屋敷や高瀬舟発
着場跡など、往時の歴史を伝えるた
たずまいが各所に残っています。
　昭和60年には岡山県の「町並み保存
地区」第1号として指定され、伝統的
な建造物と暮らす人々 の生活が一体と
なるまちづくりが進められてきました。
しかしここにも人口減少の波は訪れて
います。町並みの価値を生かした取
り組みが、今始まっています。

伝統的建造物群保存地区 （伝建地区）と まちづくり

「真庭市勝山の歴史と文化」 ―歴史という靴を履き歩む―

　令和 7年 6月に設立された「勝山・重伝建推進の会」。勝山地域の町並みの重
要伝統的建造物群保存地区（重伝建）選定を目指して活動しています。会長の
行藤さんに、活動にかける思いを聞きました。

　勝山が住民と行政が共に歩むまちづくりで
注目され始めてから30年。近年、少しずつま
ちの元気がなくなっていく様を見て、このま
まではいけないと感じていました。伝建地区
を目指すことを次のまちづくりの起爆剤とし
て、歴史ある町並みと地域に根付く行事や活
動を次の世代へつなぎ、若い人たちにバトン
を渡したいという思いで活動しています。

　 8月11日、歴史家 磯田道史教授による講演会
が勝山・重伝建推進の会の主催で勝山文化セン
ターで開催されました。歴史や文化の価値を次
世代につなぐために開催されたもので、市内各所
の歴史的背景を踏まえながら、伝統的な町並み
を守り続けることが真庭市の活力につながる可能
性について語られました。「歴史とは私たちが危
険を避け、安全に未来へ進むために必要な、靴の
ようなものである」。身近な地域の歴史や文化を
知ることの重要性や、勝山の町並みが持つ歴史的
価値を学ぶ機会となりました。 ▲満席のホールで、時代ごとの勝山の姿を伝える磯田教授

勝山・重伝建推進の会
行藤 公典会長

▶ 伝建の輪を
広げるため協
議を重ねる

▶

重伝建地区指
定に向けた取り
組み推進の要望
書を提出
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伝統的建造物群保存地区 （伝建地区） とは？

町並み家屋の現状と課題について
　令和 5年度から数度、地域振興事業として岡山理科大学による町並み家屋の事前調
査が実施されました。10人余りの学生が参加し、町屋の価値と歴史をたどりました。

　伝建地区とは、伝統的な建造物群を保存・活用し、
地域の歴史や文化を次世代に継承するまちづくりを行
うことを目的に、市町村が定める伝統的建造物群保存
地区の略称です。なお、その中から国が特に価値が高
いとして判断された地区が、文化庁に重伝建として選
定されます。

　勝山の町並みは、町人地、武家地、寺
社地の３つに大きく分けることができま
す。外観だけでなく、建物の中身までが
良好に保存され、残っているところに価
値があります。重伝建地区として認めら
れる可能性は十分にあると思います。伝

建地区の選定にあたっては、専門家や行
政が決めるのではなく、住民が中心となっ
て考え、行政と協力をして申請までを行
う趣旨を理解し、住民の皆さんが制度を
しっかり理解した上で、協力して保存活
動を進めていくことが重要です。

①伝統的建造物群が全体的に歴史的
価値が高く、町並みとして一体性が
あり、保存の意識が地域にあるもの
②建造物群などが昔からの状態をよ
く保持しているもの
③地域的な特色をあらわしているもの

金ヶ崎町城内諏訪小路（岩手県）、
焼津市花沢（静岡県）、八女市八女
福島（福岡県）、津山市城東（岡山県）
など

岡山理科大学建築歴史
文化研究センター
江面 嗣人特担教授

▲江戸時代の勝山町割推定復元図（生涯学習課提供）
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 重伝建
選定の目安

まずは真庭市で伝統的建造物群について
考えるため「まちのなりたち」調査を行う
必要があります。
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8
月
5
日
か
ら
14
日
の
期
間
、
真
庭
な
り
わ
い
塾
の
新
し
い

取
り
組
み
と
し
て
、「
ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
」
の

制
度
を
活
用
し
た
滞
在
コ
ー
ス
が
開
か
れ
ま
し
た
。
都
市
部
に

住
む
若
者
な
ど
が
地
方
に
滞
在
し
、
働
き
な
が
ら
地
域
住
民
と

の
交
流
や
学
び
を
深
め
る
総
務
省
主
導
の
制
度
で
、
今
回
は
6

人
が
参
加
し
、
中
和
地
区
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
就
労
し
た
り
地
域

の
人
と
交
流
し
た
り
し
ま
し
た
。
日
中
は
、
津
黒
い
き
も
の
ふ

れ
あ
い
の
里
と
涼
水
亭
の
二
手
に
分
か
れ
、
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝

い
や
接
客
を
中
心
に
労
働
。
そ
し
て
、
夜
に
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
中
和
ふ
る
さ
と
祭
り
の
運
営
手
伝
い
な
ど
を
通
じ
て
、
中

和
地
区
で
の
暮
ら
し
を
体
験
し
ま
し
た
。

真庭なりわい塾  ふるさとワーキングホリデー真庭なりわい塾  ふるさとワーキングホリデー
新しい地域と自分を知る新しい地域と自分を知る

　

国
の
特
別
天
然
記
念
物
で
、「
は
ん
ざ

き
」の
名
で
親
し
ま
れ
て
い
る
オ
オ
サ
ン
シ

ョ
ウ
ウ
オ
の
調
査
が
、7
月
23
日
に
湯
原

地
域
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
湯
原
小
学
校
の

地
域
学
習
「
湯
原
学
」
の
一
環
で
、3
年

生
と
4
年
生
、
合
わ
せ
て
20
人
が
参
加
。

児
童
た
ち
は
、
お
か
や
ま
オ
オ
サ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ
の
会
と
と
も
に
見
つ
け
た
個
体
を

調
べ
、
全
長
や
体
重
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ

で
過
去
に
調
査
し
た
個
体
か
を
確
認
し
ま

し
た
。初
め
て
実
物
を
見
た
児
童
も
お
り
、

興
味
深
く
観
察
し
て
い
ま
し
た
。

7
月
27
日
、
市
役
所
本
庁
舎
で
真
庭
市

と
日
本
郵
便
株
式
会
社
に
よ
る
ク
ー
リ
ン

グ
シ
ェ
ル
タ
ー
協
定
締
結
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
近
年
の
記
録
的
猛
暑
を
踏
ま
え
、

熱
中
症
に
よ
る
健
康
被
害
を
防
ぐ
こ
と
を

目
的
に
、
簡
易
郵
便
局
を
除
く
市
内
全
21

郵
便
局
を
指
定
暑
熱
避
難
施
設
（
ク
ー
リ

ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
）
に
指
定
。
熱
中
症
特

別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
発
表
さ
れ
た
際
な
ど

に
、
営
業
時
間
内
で
冷
房
の
効
い
た
待
合

ス
ペ
ー
ス
を
一
般
開
放
し
ま
す
。
民
間
施

設
で
は
今
回
が
初
の
指
定
で
す
。

湯
原
小
児
童
夜
の
は
ん
ざ
き
調
査

地
域
の
貴
重
な
生
き
物
を
観
察

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
協
定
締
結
式

生
命
と
健
康
を
守
る

見つかった個体の全長や体重を測定

協定書とポスターを手に記念撮影している様子

魚のつかみ取りの準備 涼水亭での接客 射的の運営手伝い

初日に行われた開講式

Maniwa 04



磯田道史先生講演会から学ぶもの
＜勝山文化センターでの講演会＞
　先日、「勝山・重伝建推進の会」主催による国
際日本文化研究センター教授磯田道史氏の「勝山
の歴史と文化」と題する講演会がありました。磯
田先生の講演を中心に、岡山県地域の戦国史や宇
喜多氏の研究を専門とする真庭市教育委員会森俊
弘参事の質問に応答したり、聴講者が質問する問
答形式で進められ、加えて、古文書や資料がスク
リーンに映写されたので、参加者にとって理解しや
すく、興味の湧くものでした。とりわけ、先生の魅力
的で軽妙な語り口は素晴らしく、頭が戦国・江戸
時代にタイムスリップした人も多かったのではな
いでしょうか。さすが大家であり、ご著書もベス
トセラーになり、NHKBS「英雄たちの選択」などで
人気を博しておられる人と改めて敬服しました。

＜この講演会の背景にあるもの＞
　今回の講演会は、磯田先生をお招きして、勝山
の町並みの重要伝統的建造物群保存地区への選
定を目指す運動を盛り上げたいとの思いで企画
し実現されたものです。私は、推進メンバーや勝山
地域振興局職員から話があった時、「良い企画だ、
応援する」と承諾しただけですが、690人の会場が
満席になった背後にはいろんな人々の努力と協力
がありました。講演自体の魅力はもとより、多数
の関係者の熱意、当日の勝山高校生の運営ボラン
ティア、この動きを理解し応援する市民などのお
陰で、熱気あふれる満席の講演会になったのです。

＜勝山の町並み、伝建地区指定の意義と展望＞
　講演会で皆さんが痛感したのは、この風格ある
町並みが形成されるには、長い歴史の営みがあっ
たからであり、それも商人をはじめとする町衆
の多大な貢献があったからではないでしょうか。
加えて、「のれんのまち」、「ひな祭りのまち」とし
て、現在の町衆にも良き伝統が引き継がれていま
す。重要伝建地区に選定されることは、この町並
みを未来永

えい

劫
ごう

に保っていこうとする手段でありま
す。まちは生き物です。平和に楽しく暮らす人々
があってこそ、生き続けます。昨年 1年間の勝山
地域の出生者数は22人という厳しい現実を乗り超
え、空き家が埋まり、多くの人が住み、行きかう街
にしていこうではありませんか。私も頑張ります。

8
月
4
日
、
市
役
所
本
庁
舎
で
真
庭
市

と
東
洋
ラ
イ
ス
株
式
会
社
と
の
包
括
連
携

協
定
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
東
洋
ラ
イ
ス

独
自
の
加
工
技
術
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た

金き
ん
芽め

米
は
、
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど

の
滋
養
源
で
あ
る
玄
米
の
栄
養
を
残
し
た

ま
ま
、
お
い
し
く
、
消
化
性
に
優
れ
た
コ

メ
で
す
。
2
学
期
始
業
時
か
ら
、
真
庭
市

内
全
て
の
小
中
学
校
の
学
校
給
食
に
真
庭

市
産
里
海
米
を
使
っ
た
金
芽
米
を
導
入
し

て
お
り
、
今
後
、
市
民
の
健
康
増
進
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

8
月
11
日
、
真
庭
市
く
ら
し
の
循
環
セ

ン
タ
ー
「
ま
に
く
る
ー
ん
」
で
、
夏
休
み

中
の
親
子
を
対
象
に
し
た
見
学
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
ま
に
く
る
ー
ん
は
、
生
ご
み

や
し
尿
な
ど
を
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
バ
イ

オ
液
肥
に
再
生
す
る
資
源
化
施
設
で
す
。

市
内
か
ら
9
組
の
親
子
が
参
加
し
、
動
画

を
見
た
り
施
設
長
の
話
を
聞
い
た
り
し

て
、
真
庭
市
の
ご
み
の
課
題
や
施
設
の
仕

組
み
を
学
び
ま
し
た
。
参
加
者
は
施
設
の

見
学
を
通
し
て
、
ご
み
を
分
別
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

真
庭
市
と
東
洋
ラ
イ
ス
株
式
会
社
包
括
連
携
協
定
式

金
芽
米
で
真
庭
を
元
気
に

ま
に
く
る
ー
ん
夏
休
み
見
学
会

真
庭
の
ご
み
問
題
を
学
ぶ

施設長の話を聞きながら施設を見学する参加者

記念撮影する太田市長（左）と阪本代表取締役社長（右）
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真庭市の人口

代表電話番号
（地域振興課・出張所）

総数   39,245人(-63)
男     18,930人(-25)
女     20,315人(-38)
世帯数 17,219世帯(-13)
令和8年8月1日現在
（  ）は前月との比較

▶本庁舎
　TEL 0867-42-1111
FAX 0867-42-1341

▶蒜山振興局
　TEL 0867-66-2511
FAX 0867-66-4401

▶北房振興局
　TEL 0866-52-2111
FAX 0866-52-4496

▶落合振興局
　TEL 0867-52-1111
　FAX 0867-52-1939
▶勝山振興局
　TEL 0867-44-2607
FAX 0867-44-4569

▶美甘振興局
　TEL 0867-56-2611
FAX 0867-56-2033

▶湯原振興局
　TEL 0867-62-2011
FAX 0867-62-2097

▶中和出張所
　TEL 0867-67-2111
FAX 0867-67-2205

▶真庭市消防本部
　TEL 0867-42-1190
　FAX 0867-42-1672

障がいのある人などへ 申請期限は10月14日

あなたのチカラで地域の笑顔を増やそう 受講生募集

問  福祉課　℡  0867-42-1581(℻1369）
　  Email：fukushi@city.maniwa.lg. jp

問  高齢者支援課　℡  0867-42-1074(℻1390）
　  Email：kohreisha@city.maniwa.lg. jp

真庭市
ホームページ

真庭市
ホームページ

さ
さ
え
あ
い
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修

　
あ
な
た
の
近
所
に
、困
り
事
を
抱
え
て
い
る
１
人
暮
ら
し
の
人

や
、
高
齢
の
夫
婦
な
ど
が
暮
ら
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
こ
の
研
修
を
受

講
す
る
こ
と
で
、
あ
な
た
の
チ
カ
ラ
が
地
域
の
人
た
ち
の
暮
ら
し
を

助
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
研
修
の
修
了
者

は
、
生
活
援
助
従
事
者
と
し
て
、
ヘ
ル
パ
ー
事
業
所
や
介
護
事
業
所

で
就
労
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
興
味
、
関
心
の
あ
る
人
は
誰
で
も

参
加
で
き
る
の
で
、
ぜ
ひ
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

※
全
日
程
の
受
講
で
修
了
と
な
り
ま
す
。

・
10
月
1
日
㈭　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時　

・
10
月
8
日
㈭　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時　

・
10
月
15
日
㈭　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
6
時　

・
10
月
22
日
㈭　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分　

・
11
月
5
日
㈭　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分　

・
12
月
10
日
㈭　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分

・
11
月
6
日
㈮
〜
12
月
9
日
㈬
の
う
ち
1
日
（
実
習
2
時
間
程
度
）

■
場
所　

蒜
山
振
興
局　

■
定
員

15
人　

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
期
限

9
月
24
日
㈭

■
申
込
方
法　

次
の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
み
。　

①
真
庭
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
高
齢
者
支
援
課
、
各
振
興
局
に
あ
る
申

込
書
に
記
入
し
、
窓
口
、
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
み
。　

②
電
話
（
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。）

真庭市キャラクター　まにぞう

　市内に住所を有する障がいのある人などを対象に、通院・通所に必要な交
通費の一部を助成します。該当する人は、福祉課、または各振興局に申請し
てください。
▶申請期限　10月14日㈬ ※令和8年4月分から9月分までの前期分

通院・通所などの交通費を助成します

①人工透析患者通院交通費助成
腎不全などにより人工透析を受けるために通院した人
②特定疾患等医療附帯療養交通費助成
　特定疾患治療研究事業に関する対象疾患、または
　難病法に規定する指定難病の治療を受けるため、
　1カ月に4回以上通院した人
③障害者（児）通所交通費助成
　就労支援施設などに1カ月の開所日のうち半数以
上通所した人

④療育訓練通所交通費助成
　専門療育機関、または医療機関
　へ療育訓練などのため、 1カ月に
　2回以上通所した18歳未満の人

通所距離
（片道）

通所回数
（月）

助成額
（月額）

20㎞以上 2回、または3回 3,500円
4回以上 7,000円

通院・通所距離
（片道）

助成額
（月額）

 1 ㎞未満 1,000円
 1 ㎞以上 5 ㎞未満 2,000円
 5 ㎞以上10㎞未満 3,000円
10㎞以上15㎞未満 4,000円
15㎞以上20㎞未満 5,000円
20㎞以上 7,000円
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問  健康推進課　℡  0867-42-1050(℻1388）
　  Email：kksuishin@city.maniwa.lg.jp

問  健康推進課　℡  0867-42-1050(℻1388）
　  Email：kksuishin@city.maniwa.lg.jp 真庭市

ホームページ

9月10日～16日は自殺予防週間 まもろうよ　こころといのち

メンタルヘルスの知識を深めよう 受講者を募集します

　

令
和
7
年
中
の
救
急
出
動
件
数

お
よ
び
搬
送
人
員
は
、
い
ず
れ
も

過
去
最
多
を
記
録
し
ま
し
た
。
同

年
中
に
搬
送
さ
れ
た
傷
病
者
の

う
ち
、
約
3
割
が
軽
傷
者
で
し

た
。
軽
い
病
気
や
け
が
、
緊
急
性

の
低
い
救
急
要
請
が
増
え
る
と
、

1
分
1
秒
を
争
う
重
症
傷
病
者

へ
の
対
応
が
遅
れ
、
救
え
る
命
に

影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
救
急
車
を
呼
ぶ
か
迷
う
と
き

は
、
24
時
間
3
6
5
日
相
談
で
き

る
「
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
事
業

（
＃
7
1
1
9
）」
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
ま
た
、「
ま
に
あ
ぷ
り
」

に
は
「
救
急
車
利
用
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
も
掲
載
し
て
い
る
の
で
、
併

せ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
本
当
に

救
急
車
を
必
要
と
し
て
い
る
人
の

た
め
に
、
救
急
車
の
適
正
利
用
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

真
庭
消
防
署　

本
署

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
9
0

℻
0
8
6
7（
42
）1
6
7
2

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

心
の
サ
ポ
ー
タ
ー
（
こ
こ
サ
ポ
）
と
は
、
心
の
不
調

で
悩
む
人
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
の
基
礎
知
識
や
聴
く
技
術
な
ど
を
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム

研
修
を
受
講
し
た
人
の
こ
と
で
す
。

　

誰
も
が
心
の
不
調
を
経
験
す
る
時
代
。そ
の
サ
イ
ン
に

気
付
け
る
人
や
、心
の
応
急
手
当
の
で
き
る
人
が
増
え
て
い

く
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。正
し
い
知
識
と
理
解
に
基
づ

き
、傾
聴
を
中
心
と
し
た
支
援
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

悩
み
や
不
安
を
一
人
で
抱
え
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

心
や
体
の
不
調
は
、
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
も
の
で

す
。「
誰
か
に
話
を
聞
い
て
ほ
し
い
」「
な
ん
と
な
く
つ

ら
い
」。
そ
ん
な
気
持
ち
に
な
っ
た
と
き
は
、
一
人
で

頑
張
り
す
ぎ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
相
談
す
る
こ
と
は
特

別
な
こ
と
で
は
な
く
、
自
分
を
大
切
に
す
る
た
め
の
方

法
の
一
つ
で
す
。
つ
ら
い
と
き
は
、
身
近
な
人
や
専
門

の
相
談
窓
口
に
話
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
あ
な
た
の
悩
み

に
寄
り
添
い
、
一
緒
に
考
え
て
く
れ
る
相
談
場
所
が
あ

り
ま
す
。
少
し
話
を
す
る
だ
け
で
、
心
の
重
荷
を
軽
く

し
て
く
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
の
会
場
も
研
修
内
容
は
同
じ
で
す
。

都
合
が
良
い
日
程
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●

勝
山
会
場

■
日
時　

9
月
13
日
㈰　

午
後
1
時
30
分
〜

■
場
所　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

●

蒜
山
会
場

■
日
時　

11
月
14
日
㈯　

午
後
1
時
30
分
〜

■
場
所　

蒜
山
振
興
局

●

落
合
会
場

■
日
時　

令
和
9
年
2
月
6
日
㈯　

午
後
1
時
30
分
〜

■
場
所　

落
合
総
合
セ
ン
タ
ー

い
ず
れ
も

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
方
法　

申
込
フ
ォ
ー
ム
、
申
込
書
を
提
出
、
ま

た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
送
信
、
電
話
で
申
し
込
み
。

■
申
込
期
限　

各
開
催
日
の
2
週
間
前
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先

健
康
推
進
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
0
5
0

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
8
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

申
込
フ
ォ
ー
ム
▼

9
月
9
日
は
救
急
の
日

救
急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
を

令
和
8
年
度

心
の
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
研
修
ま
に
わ

あ
な
た
の
悩
み
を
聞
か
せ
て

●こころの健康相談統一ダイヤル
℡  0570-064-556

　※月～金曜日（祝日、年末年始は除く）
　午前9時30分～正午、午後1時～4時
　午後6時30分～10時30分（受付は午後10時まで）
●いのちの相談
　岡山いのちの電話
TEL086-245-4343 ※24時間、年中無休
●こころの健康電話相談
　こころの健康相談 （自殺予防の相談を含む）
TEL086-201-0828

　※月～金曜日（祝日、年末年始は除く）
　　午前9時30分～正午、午後1時～4時

真庭市
ホームページ
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　毎年9月23日は、国
連で定めた「手話言語
の国際デー」です。世
界ろう連盟は2022年か
ら、国連や世界ろう連
盟のロゴカラーの青色
をライトアップするこ
とで世界平和を呼びか
けています。真庭市も
これに賛同し、9月23日
㈬、24日㈭に旧遷喬尋
常小学校をブルーにラ
イトアップし、光を通
じて、世界・市民・コ
ミュニティ・社会をつ
なげます。
　真庭市は令和3年4月
に「真庭市手話言語条
例」を制定し、手話が
言語であるとの認識に
基づき、全庁をあげて
取り組み、ろう者と聞
こえる人が相互に人格
と個性を尊重し合い、
共生社会の実現を目指
しています。

手話言語の
国際デー　

■日時　9月23日㈬､
  24日㈭ 午後6時～ 
■場所
　旧遷喬尋常小学校
■問い合わせ先
　福祉課
　℡  0867-42-1581
　℻  0867-42-1369

し
み
、
健
康
長
寿
を
目
指
せ
る
よ

う
、8
0
2
0
の
達
成
者
を
広
く

募
集
し
表
彰
し
て
い
ま
す
。

■
対
象　

昭
和
22
年
4
月
1
日
以
前
生
ま
れ

で
、自
分
の
歯
を
20
本
以
上
保
ち
、

心
身
と
も
に
健
や
か
な
生
活
の
維

持
向
上
に
努
め
て
い
る
人
。

※
以
前
に
表
彰
を
受
け
た
人
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。　

■
応
募
方
法　

真
庭
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
健
康
推

進
課
、
各
振
興
局
、
ま
た
は
市
内

の
歯
科
医
院
に
あ
る
推
薦
調
書
を

提
出
。

※
自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

■
提
出
先　

健
康
推
進
課
、
各
振

興
局
、
ま
た
は
市
内
の
歯
科
医
院

■
応
募
期
限　

10
月
30
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
0
5
0

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
8
8

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

補
装
具
（
車
い
す
、
義
肢
、
装
具
、

補
聴
器
な
ど
）
の
処
方
、
適
合
判

定
、
給
付
に
関
す
る
こ
と
な
ど

■
申
込
方
法

相
談
希
望
者
は
、
1
週
間
前
ま
で

に
福
祉
課
に
申
請
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
5
8
1

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
6
9

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

ま
に
く
る
ー
ん
（
真
庭
市
く
ら

し
の
循
環
セ
ン
タ
ー
）
で
エ
コ
な

マ
ル
シ
ェ
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

施
設
見
学
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま

す
。
真
庭
の
「
資
源
循
環
」
を
来

て
、
見
て
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

9
月
20
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

■
場
所　

真
庭
市
く
ら
し
の
循
環

セ
ン
タ
ー

　

介
護
職
員
初
任
者
研
修
の
受
講

生
を
募
集
し
ま
す
。
旧
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
2
級
の
資
格
で
、
介
護
の

基
本
的
な
知
識
と
技
術
を
学
び
、

介
護
施
設
や
訪
問
介
護
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
現
場
で
生
か
す
こ
と
の
で

き
る
資
格
で
す
。

■
研
修
期
間　

10
月
〜
12
月

■
場
所　

市
役
所
本
庁
舎
、
久
世

保
健
福
祉
会
館

■
定
員　

先
着
20
人

■
受
講
料　

無
料

■
対
象
者　

真
庭
市
内
在
住
の

人
、
市
内
の
介
護
事
業
所
に
在
職

し
て
い
る
人
、
研
修
受
講
後
に
市

内
に
就
職
を
希
望
す
る
人

■
申
込
期
限　

10
月
7
日
㈬

■
申
込
方
法　

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま

た
は
電
話
（
真
庭
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
者
支
援
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
0
7
4

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
9
0

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

肢
体
、
ま
た
は
聴
覚
に
障
が
い

の
あ
る
人
で
、
車
い
す
、
義
肢
、

補
聴
器
な
ど
の
購
入
や
修
理
が
必

要
な
人
へ
の
判
定
を
行
う
「
身
体

障
害
者
等
巡
回
更
生
相
談（
肢
体
・

聴
覚
）」を
行
い
ま
す
。詳
し
く
は
、

福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
日
時　

10
月
1
日
㈭

・
受
付　

午
前
11
時
〜
正
午

・
審
査　

午
前
11
時
30
分
〜

■
場
所　

久
世
エ
ス
パ
ス
セ
ン

タ
ー

■
対
象
者　

身
体
障
害
者
手
帳
を

所
持
し
て
い
る
人
、
難
病
の
人

■
内
容　

■
内
容

・
施
設
見
学
ツ
ア
ー

1
回
目　

午
前
11
時
〜

2
回
目　

午
後
1
時
〜

・
リ
ユ
ー
ス
食
器
を
利
用
し
た
マ

ル
シ
ェ

・
エ
コ
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

・
ご
み
の
分
別
相
談
コ
ー
ナ
ー

・
エ
コ
に
関
す
る
展
示
コ
ー
ナ
ー

■
申
込
不
要

■
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
1
3

℻
0
8
6
7（
42
）7
4
5
5

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

8
0
2
0（
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ

ル
）
運
動
は
、「
80
歳
に
な
っ
て

も
20
本
以
上
自
分
の
歯
を
保
と

う
」
と
い
う
運
動
で
す
。
真
庭
市

食
育
・
健
康
づ
く
り
実
行
委
員
会

で
は
、
生
涯
に
わ
た
り
食
事
を
楽

介
護
職
員
初
任
者
研
修

受
講
生
募
集

身
体
障
害
者
等
巡
回
更
生
相
談

1
週
間
前
ま
で
に
申
請
を

ま
に
く
る
ー
ん
祭（
さ
い
）開
催

資
源
循
環
を
体
感
し
て
み
よ
う

達
成
者
を
募
集
し
ま
す

８
０
２
０（
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
）
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　厚生労働省では、毎年9月1日から30日まで
の1カ月を「健康増進普及月間」、「食生活改善
普及運動月間」と定めています。この機会に生
活習慣を見直し、健康づくりを実践しましょう。

９月は健康増進普及月間・
食生活改善普及運動月間

問  産業政策課　℡  0867-42-1033(℻3907）
　  Email：sangyou@city.maniwa.lg.jp 真庭市

ホームページ

申請は済んでいますか？ 予算がなくなり次第終了

　真庭市では米価高騰の影響を受けている市内の飲食店や宿泊施設、酒類製造業者などを支援するた
め、「米価高騰対策事業費補助金」の申請を受け付けています。市内事業者が直近１年間に加工や提供
を目的として仕入れた国産米を対象に、仕入量に応じて補助金を交付します。詳しくは、真庭市ホーム
ページをご確認ください。

米価高騰対策事業費補助金

▶補　助　額　・米60㎏（1俵）あたり4,000円
　　　　　　　・市民への還元（大盛無料サービス、一品追加サービスなど）を宣誓した場合は、1俵あたり
 　　　　　　　　6,500円
▶補助上限額　・仕入量3,000㎏未満：150,000円
　　　　　　　・仕入量3,000㎏以上30,000㎏未満：1,000,000円
　　　　　　　・仕入量30,000㎏以上：4,500,000円
▶対　象　者　・市内に主たる事業所を有し、米を主要原料または提供物品として継続的に使用する事業者
　　　　　　　　（飲食店、宿泊業、スーパーマーケットなど）
▶対 象 期 間　・申請書提出日を基準として直近１年間
▶申 請 方 法　・申請書と必要書類を産業政策課へ提出
　　　　　　　・申請書類はホームページからダウンロードできるほか、産業政策課窓口でも配布しています。
▶注 意 事 項　・支援金の交付は1事業者あたり1回限りです。

①主食・主菜・副菜をそろえてバランスのよい食事を
主食・主菜・副菜を組み合わせることで栄養バラ
ンスが取りやすくなります。主食・主菜・副菜を
組み合わせた食事は、健康な食事の第一歩です。
　　
②毎日野菜をプラス１皿
令和 6年国民健康・栄養調査によ
ると、20歳以上の野菜摂取量の平
均値は258.7gでした。毎日、も
う 1皿分の野菜を増やすことで健
康に良い影響が期待できます。手
に入りやすい野菜を上手に組み合
わせて、もう 1皿分取り入れてみ
ましょう。
　　
③毎日のくらしに果物を
果物には水溶性食物繊維が豊富に含まれます。水
溶性食物繊維は余分な糖や脂質を吸着すること
で、生活習慣病予防などに効果的です。1日の目
安は200g。日々の食事に果物を取り入れましょう。

④おいしく減塩まずは１日マイナス２g
食事摂取基準の食塩摂取の目標量は男性7.5g未満、
女性6.5g未満です。令和6年国民健康・栄養調査
によると、食塩摂取量の平均は男性10.5g、女性8.9g
でした。高血圧および循環器疾患・腎臓病の予防、
治療において減塩はとても重要で
す。まずは塩分摂取量1日マイナス
2 gを目指しましょう。

⑤毎日のくらしwithミルク
日本人の食生活はカルシウムが慢
性的に不足していると言われてい
ます。コップ 1杯（200ml）の牛
乳で 1日に推奨されているカルシ
ウムの約 1 / 3 量を摂取できます。
毎日の習慣にしましょう。

問  健康推進課
　  ℡  0867-42-1050
　  ℻  0867-42-1388 真庭市

ホームページ

Maniwa09



 9月の休日急患担当医

6日
・金田病院･落合
　0867-52-1191(℻  1917)
・遠藤クリニック(外)･蒜山
　0867-66-3002(℻  3366)
13日
・勝山病院･勝山
　0867-44-3161(℻  5331)
・杉江医院(内)･落合
　0867-52-3456(℻  3218)
20日
・湯原温泉病院･湯原
　0867-62-2221(℻  2223)
・しんまち診療所(内)･勝山
　0867-44-1220(℻  1221)
21日
・落合病院(内)･落合
　0867-52-1133(℻  1160)
・勝山病院(外)･勝山
　0867-44-3161(℻  5331)
・本山医院(内)･落合
　0867-52-1551(℻  7172)
22日
・津山中央まにわ病院･勝山
　0867-44-2671(℻  2989)
・片岡医院(内)･湯原
　0867-62-3400(℻  3490)
23日
・金田病院･落合
　0867-52-1191(℻  1917)
・前原医院(内)･久世
　0867-42-5267(℻  4978)
27日
・湯原温泉病院･湯原
　0867-62-2221(℻  2223)
・米田医院(内)･勝山
　0867-44-2132(℻  4749)
             ～10月～
4日
・金田病院･落合
　0867-52-1191(℻  1917)
・イケヤ医院(内)･久世
　0867-42-0122(℻  5401)

診療時間：午前9時～午後5時

の
ヒ
ン
ト
を
得
た
い
」
な
ど
、
興

味
の
あ
る
人
は
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
当
日
は
、
ゲ
ス
ト
に
よ

る
ト
ー
ク
や
参
加
者
同
士
の
交
流

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

10
月
2
日
㈮

■
会
場　

中
央
図
書
館

■
ゲ
ス
ト
登
壇
者

・
結
城
東
輝
さ
ん
（
ス
マ
ー
ト

ニ
ュ
ー
ス
執
行
役
員
・
弁
護
士
・

「
羽
鳥
慎
一
モ
ー
ニ
ン
グ
シ
ョ
ー
」

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
）
ほ
か

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
方
法　

申
込
フ
ォ
ー
ム
か

ら
申
し
込
み

申
込
フ
ォ
ー
ム
▼

■
申
込
期
限　

9
月
30
日
㈬

■
問
い
合
わ
せ
先　

産
業
政
策
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
0
3
3

℻
0
8
6
7（
42
）3
9
0
7

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

に
考
え
始
め
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
真
庭
商
工
会
で
は
、「
岡
山

県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
」
と
連
携
し
て
、
事
業
承
継

に
関
す
る
ご
相
談
に
相
談
無
料
・

秘
密
厳
守
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

※
「
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ

ン
タ
ー
」
は
、
国
が
設
置
す
る
公

的
相
談
窓
口
で
、
全
国
47
都
道
府

県
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

真
庭
商
工
会

℡  
0
8
6
7（
42
）4
3
2
5

℻
0
8
6
7（
42
）4
3
3
7

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

9
月
、
10
月
の
「
行
政
相
談
月

間
」
は
、
総
務
省
が
行
政
相
談
制

度
を
広
く
国
民
の
皆
さ
ん
に
利
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
全
国
一

斉
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

身
近
で
安
心
し
て
相
談
で
き
る

津
山
公
証
役
場
出
張
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。
津
山
公
証
役
場
の
公

証
人
が
、
公
正
証
書
作
成
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
時　

9
月
15
日
㈫　

午
後
1
時
〜

■
場
所　

真
庭
市
役
所
本
庁
舎

■
内
容　

・
離
婚
協
議
に
つ
い
て
養
育
費
や

慰
謝
料
な
ど
に
関
す
る
相
談

・
自
分
の
老
後
や
親
族
の
介
護
、

認
知
症
な
ど
に
ま
つ
わ
る
財
産
管

理
や
遺
言
、
成
年
後
見
制
度
、
終

活
の
相
談
な
ど

※
当
日
は
相
談
の
み
で
、
公
正
証

書
の
作
成
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
定
員　

4
組
（
1
組
40
分
）

■
相
談
員　

公
証
人
（
必
要
に
応

じ
て
真
庭
市
女
性
家
庭
相
談
員
、

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
も
同
席

し
ま
す
）

■
相
談
料　

無
料

■
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
予
約

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

共
生
社
会
推
進
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
0
1
7

℻
0
8
6
7（
42
）7
4
5
5

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

地
域
の
店
や
会
社
は
、
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
、
雇
用
や

取
引
先
と
の
つ
な
が
り
、
地
域
の

に
ぎ
わ
い
を
支
え
る
大
切
な
存
在

で
す
。
一
方
で
、
経
営
者
の
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
に
よ
り
、
続
け

ら
れ
る
事
業
で
あ
っ
て
も
廃
業
を

選
ば
ざ
る
を
得
な
い
ケ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。
事
業
承
継
に
は
、
親
族

へ
の
承
継
、
従
業
員
へ
の
承
継
、

第
三
者
へ
の
引
継
ぎ
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
方
法
が
あ
り
ま
す
。
準
備

に
は
時
間
が
か
か
る
た
め
、
早
め

国
な
ど
の
仕
事
や
そ
の
手
続
き
、

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
困
り
事
や

意
見
、
要
望
な
ど
、
ど
ん
な
小
さ

な
こ
と
で
も
気
軽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
相
談
日
、
相
談
会
場
は

真
庭
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
務
省
岡
山
行
政
監
視
行
政
相
談

セ
ン
タ
ー

℡  
0
8
6（
2
2
4
）1
1
0
0

℻
0
8
6（
2
2
1
）5
6
6
1

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

市
内
企
業
で
働
く
若
手
社
員
が
、

会
社
や
業
種
を
越
え
て
出
会
い
、

学
び
、
つ
な
が
る
「
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｗ

Ａ　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｇ　
Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｔ

Ｉ
Ｏ
Ｎ
（
通
称
：
ヤ
ン
ジ
ャ
ン
）」

を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。「
他
社

の
人
と
話
し
て
み
た
い
」「
仕
事

津
山
公
証
役
場
出
張
相
談
会

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

事
業
承
継
支
援

大
切
な
事
業
を
次
の
世
代
へ

行
政
相
談
月
間

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

ヤ
ン
ジ
ャ
ン
２
０
２
６

参
加
者
募
集
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問  スポーツ・文化振興課　℡  0867-42-1178(℻1416）
　  Email：sportsbunka@city.maniwa.lg.jp 真庭市

ホームページ

アートを体感∞きく・みる・めぐる 真庭でアート体験を！

美甘文化祭　10月24日㈯～25日㈰
第55回文化祭～北房文化交流祭～　10月31日㈯～11月 1日㈰
湯原文化祭　10月31日㈯～11月 3日㈫
勝山文化祭　11月 1日㈰～3日㈫
第51回蒜山文化祭　11月 7日㈯～8日㈰
久世文化祭　11月14日㈯～15日㈰

新庄村ふるさと文化祭　11月15日㈰
おちあい文化祭　
【ステージ】11月29日㈰
【展示】11月21日㈯～23日㈪
※開催日は変更になる場合があります。

まにわの文化祭2026

おかやま県民文化祭
文化がまちにあるin真庭2026
　9月から11月まで開催される「おかやま県民文化祭」のプログラムとして、「文化がまちにあるin真庭」
を開催します。真庭市、新庄村で市民団体によるさまざまな文化イベントが開催されます。詳しくは真
庭市ホームページ、または本庁舎、各振興局などに設置しているパンフレットをご覧ください。

第23回落合まちかど展覧会
▶開催日　 9月27日㈰～10月 4日㈰
▶場所　落合地域内

蒜山Night Jazz 2026
▶開催日　9月12日㈯
▶場所　蒜山ハーブガーデンハービル

"はんざき"を知る
（生息地指定100周年に向けて）
▶開催日　9月20日㈰
▶場所　湯原ふれあいセンター

―踊る、映画― 『O氏の肖像』上映・菅野
優香×平井優子 対談 「大野一雄という
存在をめぐって」
▶開催日　9月21日㈪
▶場所　ビクトリィシアター

中南米映画祭2026
▶開催日  11月13日㈮～15日㈰
▶場所　中央図書館

つくってあそぼ！クラフト広場
▶開催日　10月17日㈯
▶場所　中央図書館

風の子文庫ミニ文庫祭り
▶開催日　11月11日㈬
▶場所　新庄村公民館

トークイベント 「自然を聴く」
▶開催日　10月 9日㈮
▶場所　ビクトリィシアターまたはsimauma

草間喆
てつ

雄
お

展ーColorful World of Kusamaー
▶開催日・場所
①展示
　10月10日㈯～11月8日㈰
　 勝山文化往来館ひしお、武家屋敷館、町並み3カ所
②ワークショップ
　11月1日㈰　舟宿
③クロージングイベント
　11月8日㈰　勝山文化往来館ひしお

出雲街道交流フェスタ
▶開催日　10月10日㈯
▶場所　出雲街道 （たたら跡、
がいせん桜通り）

里山と里海のつながりの歌を
作って踊ろう！
▶開催日　11月7日㈯
▶場所　北房文化センター

真庭音楽祭 Let's Enjoy Music!
～みんなでつくる音楽祭～
▶開催日　11月22日㈰
▶場所　勝山文化センター

君のひらめきで逃げ切れ！
廃校おにごっこ！
▶開催日　11月23日㈪
▶場所　旧遷喬尋常小学校

町の文化継承・創出事業
「マチメク」
▶開催日　11月23日㈪
▶場所　勝山町並み保存地区ほか

平井優子＆真庭の人たちによるダンス
パフォーマンス 『注文の多い料理店』
▶開催日・場所
①ワークショップ
・ 9 月 6 日㈰　落合総合センター
・ 9 月13日㈰、19日㈯、20日㈰　エスパスセンター
②ダンスパフォーマンス
　10月 4 日㈰　旧遷喬尋常小学校
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バイオ液肥を使ってみませんか

ごみと資源の
分別ガイドはこちらから

ごみの分別リストと
収集日の確認はこちらから

真庭市役所環境課

源循環

環境課  ℡0867-42-1113

持続可能なまちへ
資

で

　真庭市では、地域資源であ
る生ごみなどをバイオ液肥に
リサイクルすることで、可燃ご
みの削減を図っています。

生ごみ収集量
目標 175㌧／月

可燃ごみ排出量

154.6トン 141.4トン

R8.7月R7.7月

R8.7月R7.7月

704トン 683トン

（トン）

（トン）

3333％減減減減減減

5888.555％減減減減減減
0
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120

140

100

80

160

0

400

800

600

200

■
場
所　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

20
歳
〜
35
歳
の
独
身
男

女■
定
員　

男
女
各
50
名　

計
1
0
0
名

■
参
加
費　

千
円

■
申
込
方
法　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申
し
込
み

■
申
込
期
限　

10
月
4
日
㈰

■
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
縁
む
す
び
応
援
室

℡  
0
8
6（
2
2
6
）7
6
0
7

℻
0
8
6（
2
2
6
）7
9
0
2

■
岡
山
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

一
般
社
団
法
人
公
縁
ク
ロ
ス
機

構
か
ら
、
大
人
向
け
と
子
ど
も
向

け
の
防
災
グ
ッ
ズ
を
合
計
50
セ
ッ

ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

請
書
提
出
要
領
」
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

■
有
効
期
間　

令
和
8
年
12
月
1

日
㈫
〜
令
和
10
年
5
月
31
日
㈬

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先  

財
産
活
用
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
7
4

℻
0
8
6
7（
42
）1
1
1
9

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

秋
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。
趣
味
の
合
う
人
が
集
ま
れ

ば
、
自
然
と
話
が
弾
み
ま
す
。
み

ん
な
で
楽
し
く
話
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

■
日
時　

10
月
4
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後
0
時
10
分

■
場
所　
ふ
る
い
ち
二
川
マ
ン
ガ
館

■
対
象　

25
歳
〜
40
歳
く
ら
い
の

独
身
男
女

■
定
員　

男
女
各
10
人

　

市
有
林
の
松
茸
山
入
山
権
の
入

札
を
実
施
し
ま
す
。
落
合
地
域
4

カ
所
、
久
世
地
域
3
カ
所
の
合
計

7
カ
所
で
す
。
詳
し
く
は
、
各
地

域
の
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

○
落
合
地
域　

上
山
地
区
4
カ
所

■
入
札
締
切
日
時

9
月
16
日
㈬　

午
後
5
時

■
入
札
関
係
書
類
提
出
場
所

落
合
振
興
局
地
域
振
興
課

■
開
札
日
時
お
よ
び
場
所

9
月
17
日
㈭　

午
前
11
時
〜

落
合
総
合
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先

落
合
振
興
局
地
域
振
興
課

℡  
0
8
6
7（
52
）1
1
1
1

℻
0
8
6
7（
52
）1
9
3
9

○
久
世
地
域　

余
野
上
地
区
1
カ

所
、
余
野
下
地
区
2
カ
所

■
入
札
日
時
お
よ
び
場
所

9
月
17
日
㈭　

午
後
2
時

市
役
所
本
庁
舎

■
問
い
合
わ
せ
先

林
業
・
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
課

℡  
0
8
6
7（
42
）5
0
2
2

℻
0
8
6
7（
42
）3
9
0
7

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

真
庭
市
の
入
札
や
見
積
に
参
加

を
希
望
す
る
場
合
は
、
入
札
参
加

資
格
の
登
録
が
必
要
で
す
。
今
回

の
追
加
申
請
は
物
品
・
役
務
が
対

象
と
な
り
ま
す
。　

■
申
請
期
間　

10
月
1
日
㈭
〜
15
日
㈭

※
窓
口
で
の
受
け
付
け
は
、
開
庁

日
の
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
ま
で
。

郵
送
・
宅
配
に
よ
る
提
出
の
場
合

は
、
当
日
消
印
有
効
。　

■
申
請
方
法

真
庭
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
る
「
入
札
参
加
資
格
審
査
申

■
参
加
費　

5
0
0
円（
軽
食
有
）

■
申
込
方
法　

申
込
フ
ォ
ー
ム
、

ま
た
は
地
域
み
ら
い
創
生
課
に
電

話
で
申
し
込
み
。

■
申
込
期
限　

9
月
18
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
先

地
域
み
ら
い
創
生
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
7
9

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
5
3

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

勝
山
で
募
集
人
数
1
0
0
人
の

大
規
模
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
借
り
人
競
争
や
ジ
ェ

ス
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し
み

な
が
ら
、自
然
に
交
流
で
き
ま
す
。

友
人
を
誘
っ
て
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
日
時　

10
月
17
日
㈯　

午
後
1
時
〜
5
時
15
分

松
茸
山
入
山
権

入
札
参
加
者
募
集

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

追
加
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

漫
画
ミ
タ
イ
ナ
恋
ノ
始
マ
リ

♥
趣
味
で
つ
な
が
る
恋

と
き
め
き
フ
ェ
ス

♥
ハ
レ
コ
イ
で
つ
な
が
る

篤
志
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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▼
「
大
人
は
休
め
る
け
ど
、
子

ど
も
は
学
校
を
休
め
な
い
」

　

こ
の
言
葉
は
、「
子
ど
も
の

権
利
な
ん
で
や
ね
ん
！
す
ご
ろ

く
」
で
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
出

て
き
た
言
葉
で
す
。こ
れ
っ
て
、

わ
が
ま
ま
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

「
な
ん
で
や
ね
ん
！
」
に
は
、

子
ど
も
た
ち
の
ど
ん
な
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。「
学
校
だ
っ
て
疲
れ
る
こ

と
が
あ
る
ん
だ
よ
」、「
疲
れ
た

と
き
に
、
休
み
た
い
と
言
っ
て

も
い
い
の
か
な
」、「
理
由
は
な

い
け
ど
、
な
ん
に
も
し
た
く
な

い
の
」、大
人
が
「
ち
ょ
っ
と
休

み
た
い
」
と
思
う
気
持
ち
と
違

う
の
で
し
ょ
う
か
。

▼「
休
む
こ
と
」も
、
子
ど
も
の

権
利
で
す

　

ぼ
ん
や
り
空
を
眺
め
る
こ
と
、

本
を
読
む
こ
と
、
好
き
な
こ
と

に
夢
中
に
な
る
こ
と
な
ど
、
心

や
体
を
休
め
、
安
心
し
て
過
ご

す
時
間
は
、
子
ど
も
が
健
や
か

に
成
長
す
る
た
め
に
大
切
で
す
。

も
ち
ろ
ん
「
休
む
こ
と
」
が
大

切
な
の
は
、
子
ど
も
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
大
人
も
、
仕
事

や
家
事
、
地
域
活
動
な
ど
に
追

わ
れ
る
毎
日
の
中
で
、
心
や
体

を
休
め
る
時
間
が
必
要
で
す
。

子
ど
も
も
大
人
も
、
お
互
い
に

「
休
ん
で
い
い
」「
無
理
を
し
な

く
て
い
い
」
と
言
い
合
え
る
こ

と
は
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
「
な
ん
で
や

ね
ん
！
」
か
ら
、
一
緒
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

総
合
政
策
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
6
9

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
5
3 真庭市

ホーム
ページ▶

〜
子
ど
も
と
真
庭
の
未
来
〜

「
や
す
ん
で
も
い
い
」

  「
子
ど
も
は
、休
ん
だ
り
遊
ん
だ
り
す
る

　

権
利
を
持
っ
て
い
ま
す
」

　
　
　
　
　

子
ど
も
の
権
利
条
約
第
31
条

■
問
い
合
わ
せ
先

ふ
る
さ
と
勝
山
も
み
じ
ま
つ
り
実

行
委
員
会
事
務
局
（
勝
山
振
興
局

地
域
振
興
課
）

℡  
0
8
6
7（
44
）2
6
0
7

℻
0
8
6
7（
44
）4
5
6
9

chiiki _ky@city.m
aniwa.lg.jp

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

子
育
て
や
子
ど
も
の
育
ち
を
地

域
全
体
で
支
え
あ
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
を
し
て
き
た
松
田
さ
ん

と
、そ
も
そ
も
子
育
て
支
援
の「
支

援
」
と
は
何
か
を
考
え
ま
す
。

■
日
時　

9
月
13
日
㈰　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

■
場
所　

中
央
図
書
館

■
講
師　

松
田
妙
子
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
せ
た
が
や
子
育
て
ネ
ッ
ト

代
表
理
事
）

■
定
員　

20
人

■
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

中
央
図
書
館

℡  
0
8
6
7（
44
）2
0
1
2

℻
0
8
6
7（
44
）2
0
2
0

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

倉
敷
芸
術
科
学
大
学
准
教
授

で
、
文
化
や
言
語
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
も
の
が
交
じ
り
合
う
人
間
像
を

制
作
す
る
画
家
、
澁
澤
星
さ
ん
の

展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。
澁
澤
さ

ん
の
画
家
と
し
て
の
こ
れ
ま
で
の

軌
跡
を
紹
介
し
、
今
後
の
展
開
に

つ
い
て
も
予
感
さ
せ
る
展
示
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
タ
イ
ト
ル　

澁
澤
星
展　

ひ
と

の
す
が
た
に
表
せ
る
も
の

■
会
場　

蒜
山
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

■
会
期　

9
月
19
日
㈯
〜
11
月
23
日
㈪

■
休
館
日　

毎
週
水
曜
日

※
9
月
23
日
㈬
は
開
館
し
、
翌
24

日
㈭
は
休
館
。

■
開
館
時
間　

午
前
9
時
〜
午
後

5
時（
入
館
は
午
後
4
時
45
分
ま
で
）

■
入
館
料　

一
般
5
0
0
円
（
中

学
生
以
下
無
料
）

・
20
人
以
上
の
団
体
は
1
人

4
0
0
円

・
蒜
山
郷
土
博
物
館
の
入
館
券
の

半
券
を
提
出
し
た
人
は
1
0
0
円

引
き

・
障
害
者
手
帳
を
提
示
し
た
人
な

ど
は
2
5
0
円
（
介
助
者
1
人
は

無
料
）

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
7
8

℻
0
8
6
7（
42
）1
4
1
6

■
蒜
山
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

ふ
る
さ
と
勝
山
も
み
じ
ま
つ
り

を
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
ス

テ
ー
ジ
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
8
日
㈰　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時

■
場
所　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

■
募
集
内
容　

真
庭
市
在
住
・
在

勤
者
を
中
心
と
す
る
団
体
や
個
人

で
踊
り
や
歌
な
ど
を
披
露
し
た
い

人
。
も
み
じ
ま
つ
り
恒
例
の
Ｙ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
や
ダ

ン
ス
、
バ
ン
ド
な
ど
、
ジ
ャ
ン
ル

は
問
い
ま
せ
ん
。
応
募
者
多
数
の

場
合
は
、
申
込
者
全
員
が
出
演
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
方
法　

チ
ー
ム
名
、
人
数
、
代
表
者
氏
名
、

連
絡
先
、
演
目
に
必
要
な
時
間
を

記
入
し
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た
は

メ
ー
ル
で
申
し
込
み
。

■
申
込
期
限　

10
月
9
日
㈮

澁
澤
星（
し
ぶ
さ
わ
せ
い
）展

蒜
山
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
秋
の
展
覧
会

ふ
る
さ
と
勝
山
も
み
じ
ま
つ
り

ス
テ
ー
ジ
出
演
者
募
集

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
そ
も
そ
も
ト
ー
ク

子
育
て
支
援
が
ま
ち
を
育
て
る
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も
っ
て
、
市
内
の
空
き
家
を
購
入

す
る
人
（
移
住
者
含
む
）

・
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
日
か

ら
3
年
以
上
居
住
す
る
意
思
を

も
っ
て
、
市
内
の
空
き
家
を
賃
借

す
る
人
（
移
住
者
含
む
）

■
補
助
対
象
の
空
き
家

市
内
に
所
在
す
る
、
居
住
を
目
的

と
す
る
建
築
物
で
あ
っ
て
、
居
住

し
て
い
な
い
こ
と
が
常
態
で
あ
る

も
の
、
ま
た
そ
の
見
込
み
が
あ
る

も
の
（
近
く
居
住
し
な
く
な
る
予

定
の
も
の
を
含
む
）

■
補
助
対
象
経
費
お
よ
び
補
助
額

・
空
き
家
の
購
入
費
（
最
大
上
限

80
万
円
）

・
空
き
家
の
改
修
工
事
費
（
最
大

上
限
1
0
0
万
円
）

※
対
象
経
費
の
3
分
の
1
以
内
。

予
算
の
範
囲
内
で
受
け
付
け
。

■
問
い
合
わ
せ
先

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

℡  
0
8
6
7（
42
）7
7
8
1

℻
0
8
6
7（
42
）1
9
8
8

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

総
務
省
統
計
局
で
は
、
都
道
府

県
を
通
じ
て
、
10
月
20
日
現
在
の

社
会
生
活
基
本
調
査
を
実
施
し
ま

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

蒜
山
郷
土
博
物
館
で
、
国
史
跡

に
指
定
さ
れ
て
い
る
四
ツ
塚
古
墳

群
の
1
号
墳
石
室
を
公
開
し
ま
す
。

■
日
時　

9
月
19
日
㈯　

①
午
前
10
時
〜　

②
午
後
1
時
〜

③
午
後
3
時
〜

■
集
合
場
所　

蒜
山
郷
土
博
物
館

■
定
員　

各
回
先
着
10
人

■
参
加
費　

3
0
0
円
（
中
学
生

以
下
無
料
・
未
就
学
児
不
可
）

■
申
込
方
法

博
物
館
窓
口
、
ま
た
は
電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
送
信
、
メ
ー
ル
で
申

し
込
み
（
氏
名
、
電
話
番
号
、
希

望
日
時
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
）。

※
注
意
事
項
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。　

■
申
込
期
限　

9
月
18
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

蒜
山
郷
土
博
物
館

℡  
0
8
6
7（
66
）4
6
6
7

℻
0
8
6
7（
66
）4
6
6
7

　

hiruzen
-m
us@

city. 
m
aniw

a.lg.jp

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

空
き
家
を
売
却
・
賃
貸
可
能
な

状
態
に
す
る
た
め
、
空
き
家
に
あ

る
不
要
な
家
財
道
具
の
撤
去
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
の
空
き
家

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ

た
空
き
家
、
ま
た
は
地
域
認
定
空

き
家
と
し
て
登
録
さ
れ
た
空
き
家

■
対
象
者

・
補
助
対
象
の
空
き
家
の
所
有
者
、

ま
た
は
利
用
者

■
補
助
対
象
経
費

家
財
道
具
の
撤
去
費（
上
限
20
万
円
）

※
対
象
経
費
の
4
分
の
3
以
内
。

予
算
の
範
囲
内
で
受
け
付
け
。

■
問
い
合
わ
せ
先

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

℡  
0
8
6
7（
42
）7
7
8
1

℻
0
8
6
7（
42
）1
9
8
8

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

老
朽
化
し
て
倒
壊
な
ど
の
お
そ

れ
が
あ
る
危
険
な
空
き
家
の
除
却

を
促
進
す
る
た
め
、
除
却
な
ど
の

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
詳

し
く
は
、
申
請
前
に
必
ず
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
補
助
対
象
の
空
き
家

お
お
む
ね
1
年
以
上
使
用
し
て
い

な
い
建
築
物
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
も
の

①
「
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す

る
特
別
措
置
法
」
第
2
条
第
2
項

に
規
定
す
る
特
定
空
家

②
ま
た
は
、
真
庭
市
建
築
物
耐
震

診
断
等
事
業
で
倒
壊
の
危
険
が
あ

る
と
判
定
さ
れ
た
も
の

■
補
助
対
象
工
事
お
よ
び
補
助
金
額

・
除
却
工
事
（
上
限
50
万
円
）

・
応
急
措
置
（
上
限
10
万
円
）

※
対
象
経
費
の
3
分
の
1
以
内
。

予
算
の
範
囲
内
で
受
け
付
け
。

■
問
い
合
わ
せ
先

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

℡  
0
8
6
7（
42
）7
7
8
1

℻
0
8
6
7（
42
）1
9
8
8

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

空
き
家
の
購
入
費
お
よ
び
改
修

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、
申
請
す
る
前
に
必
ず
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

・
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
日
か

ら
3
年
以
上
居
住
す
る
意
思
を

す
。
調
査
の
目
的
は
、
生
活
時
間

の
配
分
や
自
由
時
間
に
お
け
る
主

な
活
動
の
状
況
な
ど
、
国
民
の
社

会
生
活
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
で

す
。 

9
月
上
旬
か
ら
、
調
査
員
が

対
象
地
区
内
の
全
世
帯
を
把
握
す

る
た
め
に
訪
問
し
ま
す
。そ
の
後
、

10
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
、

抽
出
さ
れ
た
世
帯
に
調
査
員
が
伺

い
ま
す
。
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
ご
回
答
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
対
象　

調
査
対
象
地
区
の
全
世

帯
の
う
ち
抽
出
さ
れ
た
12
世
帯

（
10
歳
以
上
の
世
帯
員
）

■
内
容　

性
別
な
ど
の
世
帯
員
に

関
す
る
こ
と
、
過
去
1
年
間
の
自

由
時
間
に
お
け
る
活
動
、
1
日
の

生
活
時
間
配
分
な
ど

■
調
査
期
日　

10
月
20
日
㈫

■
結
果
に
つ
い
て　

仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
の
推
進
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
な

ど
、
国
民
の
豊
か
な
社
会
生
活
に

関
す
る
各
種
行
政
施
策
に
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
資
料
と

な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

総
合
政
策
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
6
9

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
5
3

■
総
務
省
統
計
局

社
会
生
活
基
本
調
査

ご
協
力
く
だ
さ
い

四
ツ
塚
古
墳
群
１
号
墳
石
室

特
別
公
開
し
ま
す

空
家
等
除
去
事
業
費
補
助
金

ご
活
用
く
だ
さ
い

空
き
家
家
財
道
具
等
撤
去
補
助
金

ご
活
用
く
だ
さ
い

空
き
家
活
用
定
住
促
進
補
助
金

ご
活
用
く
だ
さ
い
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問  産業政策課　℡  0867-42-1033(℻3907）
　  Email：sangyou@city.maniwa.lg.jp 真庭市

ホームページ

蒜山5会場で今年も開催 各会場を巡ってまにぃポイントをゲット
　

グ
ル
メ
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
会
場
を
巡
っ
て
楽
し
め
る
海
山
マ
ル

シ
ェ
を
開
催
し
ま
す
。
ま
に
あ
ぷ
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
達
成
者
に
は
抽
選
で

特
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
さ
ら
に
、
各
会
場
を
巡
る
と
、
も
れ
な
く
ま
に
ぃ

ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
る
お
得
な
企
画
も
あ
り
ま
す
。

▼
開
催
日　

9
月
27
日
㈰

海
の
市・山
の
市
in
真
庭

海
山
マ
ル
シ
ェ
２
０
２
６

▶【海の市山の市in三木ヶ原】（午前 9時30分～午後 3時）　
場所：蒜山高原三木ヶ原特設会場（真庭市蒜山上福田1205-41）
カツオのたたきや中国四国の特産品、PRブースなど約50店舗が集結。
▶【Swap Meet 高原の青空市場】（午前 9時30分～午後 3時）　
場所：GREENable HIRUZEN（真庭市蒜山上福田1205-220）　
「遊びにくる人、出店する人たち同士をつないでいく」をコンセプト
にしたマーケットイベント。
▶【秋のガーデンマーケット】（午前 9時30分～午後 3時）　
場所：蒜山ハーブガーデンハービル（真庭市蒜山西茅部1480-64）　
実りの秋を彩る 1日。こだわりのグルメやワークショップ、植物の講
習会などもあります。
▶【ひるぜん塩 マルシェ】（午前10時～午後 3時）　
場所：ひるぜん塩 キャンピングヴィレッジ（真庭市蒜山下福田27-50）
市内の人気フード、ワークショップや県内外の国際料理などが勢揃い。
▶【中和で、ゆるるか動物園】（午前10時～午後 3時）　
場所：津黒いきものふれあいの里（真庭市蒜山下和1077）　
移動動物園がやってきます。アルパカや小動物と触れ合って、
ゆるるかに自然体験を楽しもう。

第19回ふれあいコンサートinまにわ
演奏 陸上自衛隊第13音楽隊

▶日　　時　10月25日㈰　午後0時30分開場　1時20分開演
▶場　　所　勝山文化センター　
▶参 加 費　無料（入場整理券が必要です。）
▶申込方法　往復はがきに必要事項を記入し送付。※入場は3歳以上。
▶申込期限　9月16日㈬　※必着・先着順
▶申し込み・問い合わせ先　〒719-3155  真庭市下方1583
　　　　　　　　　　　　　真庭市防衛協会事務局（℡  080-5611-5551）

はがきの
記入方法▶

を書いてください。
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◎テーマは

 「手紙」 です。
手紙にまつわる思い出や話、
誰かに手紙を書くなら…な
ど、200字程度でお寄せくだ
さい。

◎川柳の兼題は
　「たまご」 です。
　
お便り・川柳は、同封のは
がきをご利用ください。締
め切りは9月25日㈮です。

　
「
安
ら
ぐ
」
を
調
べ
た
。「
安
ら

か
な
気
持
ち
に
な
る
」「
お
だ
や

か
な
気
持
ち
に
な
る
」と
の
こ
と
。

「
心
の
安
ら
ぐ
暇
も
な
い
」
と
い

う
例
文
も
あ
っ
た
。
一
日
の
中
で

安
ら
ぐ
時
が
ど
れ
ほ
ど
あ
る
で

し
ょ
う
。「
家
族
構
成
」「
勤
務
状

況
」「
職
種
」
に
よ
っ
て
大
き
な

違
い
が
あ
る
。
40
年
間
働
い
た
私

は
時
間
に
縛
ら
れ
た
40
年
間
だ
っ

た
と
思
う
。
公
共
交
通
機
関
の
み

の
通
勤
。
朝
食
は
一
人
で
済
ま

せ
、
家
を
飛
び
出
し
た
。
我
が
子

の
事
は
義
父
母
に
任
せ
た
。
定
年

退
職
ま
で
の
40
年
間
を
心
安
ら
い

で
過
ご
し
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
無

か
っ
た
。
し
か
し
学
校
生
活
で
の

楽
し
み
、
児
童
た
ち
と
の
会
話
が

苦
し
み
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
な
っ
た
と
思
う
。
卒

寿
を
迎
え
よ
う
と
す
る
身
に
喜
び

が
湧
い
て
く
る
。「
子
ど
も
は
宝
」

こ
れ
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
言
葉
は
無

い
。
人
生
の
大
半
を
夢
多
き
子
ど

も
た
ち
と
過
ご
せ
た
こ
と
を
私
の

宝
と
し
た
い
。
夢
と
希
望
を
与
え

て
く
れ
た
教
え
子
た
ち
に
拍
手
喝

采
。
い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
い
よ
！

あ
り
が
と
う
！

　

安
ら
ぎ
の
捉
え
方
は
人
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
あ
る
辞
書
は

安
ら
ぎ
に
つ
い
て
「
危
険
の
な
い

状
態
」
ま
た
は
「
恐
れ
や
不
安
の

な
い
状
態
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

多
く
の
人
が
安
ら
ぎ
を
求
め
る
一

つ
の
分
野
…
お
金
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。
お
金
は
安
心
感

を
も
た
ら
す
で
し
ょ
う
か
？
多
く

持
て
ば
持
つ
ほ
ど
、
安
心
で
き
な

く
な
る
よ
う
で
す
。
お
金
は
あ
っ

て
も
心
配
や
不
安
か
ら
自
由
に
な

れ
ま
せ
ん
。
安
心
で
き
る
ほ
ど
十

分
の
お
金
が
な
い
と
感
じ
る
の
で

あ
れ
ば
、「
本
当
の
問
題
は
何
だ

ろ
う
か
、
本
当
に
お
金
が
足
り
な

い
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
お
金

を
賢
明
に
管
理
で
き
て
い
な
い
の

だ
ろ
う
か
」
と
自
問
で
き
ま
す
。

そ
れ
で
お
金
に
対
す
る
正
し
い
見

方
を
持
て
ば
、
本
当
の
安
ら
ぎ
を

持
て
る
で
し
ょ
う
！

　

自
分
の
安
ら
げ
る
場
所
？
反
対

に
自
分
が
安
ら
ぎ
を
与
え
ら
れ
る

場
所
？
受
け
る
側
？
与
え
る
側
？

ど
ち
ら
が
自
分
自
身
の
心
の
満
足

感
を
得
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
人

が
い
て
の
自
分
。
ス
ト
レ
ス
も
緊

張
も
不
安
も
疲
れ
も
…
。
数
え
あ

げ
れ
ば
キ
リ
が
な
い
ほ
ど
で
す

が
、
反
対
に
人
に
よ
っ
て
癒
さ
れ

平
安
を
得
ら
れ
、
疲
れ
た
心
や
体

の
回
復
も
得
ら
れ
、
安
ら
ぎ
と
リ

ラ
ッ
ク
ス
も
…
。1
人
で
い
る
と

煩
わ
し
さ
か
ら
解
放
さ
れ
る
？
人

の
安
ら
ぎ
の
場
所
と
な
り
、
人
に

安
ら
ぎ
を
与
え
る
？
不
安
か
ら
の

解
放
、
信
頼
の
土
台
と
な
る
？
難

し
い
も
の
で
す
が
、
私
は
主
人
が

病
気
に
な
り
、
自
分
の
身
体
の
こ

と
は
二
の
次
に
な
り
ま
し
た
。
イ

ラ
イ
ラ
し
た
り
、
落
ち
込
ん
で
グ

チ
を
言
っ
た
り
、も
が
き
苦
し
み
、

で
も
底
辺
か
ら
得
ら
れ
る
も
の
も

多
々
あ
る
も
の
で
す
。
ま
だ
与
え

る
ほ
ど
の
安
ら
ぎ
に
は
、
程
遠
い

の
が
現
状
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

主
人
の
受
け
止
め
方
も
身
体
で
心

で
覚
え
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
手
を

差
し
伸
べ
て
く
だ
さ
り
、
手
を
素

直
に
取
り
、
私
自
身
が
主
人
の
安

ら
ぎ
の
場
所
と
な
る
。
主
人
が
平

穏
で
優
し
い
気
持
ち
で
2
人
ゆ
っ

た
り
と
過
ご
せ
る
空
間
を
1
日
で

も
長
く
…
。
そ
れ
が
老
々
介
護
な

の
で
し
ょ
う
が
、
安
ら
ぎ
の
場
で

笑
い
の
あ
る
平
穏
な
気
持
ち
で
心

が
満
た
さ
れ
ま
す
よ
う
に
！

お便り
お待ちしています！
メールの場合は
koho@city.maniwa.lg.jp

《11月号読者の広場》

  

今
月
の
テ
ー
マ

   「
安
ら
ぎ
」

▲PN みっくん▲PN 夜中起きれなかったよさん

「
忙
し
い
日
々
の
中
に
も
」

徳
岡
貴
美
枝
さ
ん（
落
合
垂
水
）

「
本
当
の
安
ら
ぎ
と
は
？
」

菊
楽
正
子
さ
ん（
惣
）

「
ゆ
っ
た
り
と
心
の
平
穏
を
」

PN 

う
〜
ち
ゃ
ん（
栗
原
）
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◆ダイブ・トゥ・マニワ【9月21日～10月4日放送】
この番組でMITの今石アナウンサーは、今年3月からダイエット企画を始め
ています。これまでに白梅総合体育館でのマシン体験や蒜山の芦原会館で
の空手、そして真庭市消防本部での訓練体験を行ってきました。第4弾は、
蒜山ホースパークで乗馬を体験します。体重の変化はいかに⁉ 

◆敬老特別番組　人生の先輩に拍手
敬老の日に合わせて、市内で暮らすお年寄りや団体の皆さんの活動の様子
をお送りします。サロンでの日々の活動や暮らしにおける元気の秘けつ、
無理なく体を動かす体操、子どもたちからのメッセージなど、盛りだくさ
んの番組です！

廣
ひろ

岡
おか

樹
たつ

季
き

くん
R7. 9.1生まれ（江川）
○応  宣行さん・貴里さん（両親）

清
きよ

友
とも

愛
あ

心
こ

ちゃん
R7. 9.5生まれ（草加部）
○応  結愛さん（姉）

福
ふく

島
しま

羚
れ

央
お

くん
R7. 9.22生まれ（樫西）
○応  宝治さん・恵さん（両親）

栁
やぎゅう

生桜
さ

希
き

ちゃん
R7. 9.2生まれ（中島）
○応  晴彦さん・由美子さん（両親）

中
なか

山
やま

穂
ほ

那
な

津
つ

ちゃん
R7. 9.17生まれ（余野上）
○応  雅貴さん・智那実さん（両親）

山
やま

根
ね

黎
り

仁
ひと

くん
R7. 9.27生まれ（久世）
○応  内田真司さん・順子さん（祖父母）

長
なが

尾
お

琴
こと

巴
は

ちゃん
R7. 9.4生まれ（福田）
○応  大貴さん・春奈さん（両親）

國
くに

年
とし

紗
さ

羽
わ

ちゃん
R7. 9.19生まれ（西河内）
○応  結友さん・笑央さん（兄）

大
おお

倉
くら

衣
そ

葉
よ

ちゃん
R7. 9.27生まれ（落合垂水）
○応  大倉幸子さん（曽祖母）

下
した

森
もり

菜
な

那
な

ちゃん
R7. 9.25生まれ（山田）
○応  結菜さん（姉）

その他にもこの広報に挟まれている「番組表」に詳しくご紹介しています。
今月も真庭いきいきテレビをどうぞご覧ください。 MITホームページ

二次元コード▶ 

二次元コードから
入力フォームを開
くことができます。

★対象★
発行月に1歳の誕生日を迎えら
れる市内在住のお子さん。
★応募期限★
誕生月の前の月の10日まで
★掲載内容★
❶お子さんの写真❷氏名（ふりが
な）❸生年月日❹住所❺応募者
のお名前と続柄
★応募および問い合わせ先★
総合政策部秘書広報課
〒719-3292 真庭市久世2927-2
TEL0867-42-1163 （FAX1353）
E-mail：koho@city.maniwa.lg. jp
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親
子
で
陶
芸
を
体
験
し
ま
し
た

井
尾
早
江
さ
ん
、真
佐
斗
さ
ん

　
　
　
　
　
（
本
郷
）

　

小
学
校
か
ら
の
情
報
で
知
り
、

勝
山
木
材
市
場
が
主
催
の
親
子
で

陶
芸
体
験
に
参
加
し
て
、
講
師
の

人
か
ら
備
前
焼
の
魅
力
を
教
わ
り

ま
し
た
。
息
子
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
を
体
験
さ
せ
て
や
り
た
い
の

で
、
地
域
の
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
に

は
よ
く
参
加
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
、「
つ
ぼ
が
で
き
た
。
形
を
調

え
る
の
が
楽
し
か
っ
た
。
次
は

も
っ
と
大
き
い
の
を
作
り
た
い
。

焼
き
上
が
る
の
が
楽
し
み
」
と
、

と
て
も
夢
中
に
な
っ
て
作
っ
て
い

て
、
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
興
味
を
広
げ
て
ほ
し

い
で
す
。

将
来
の
た
め
に
今
で
き
る
こ
と
を

　
　
　
　

岡
田
小
春
さ
ん（
目
木
）

　

真
庭
学
習
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
、
小
学
生
に
勉
強
を
教
え
る
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｗ

Ａ
若
者
博
を
通
し
て
、
こ
の
活
動

を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
、
と
て
も
光
栄
で
す
。

小
学
生
と
関
わ
る
機
会
が
少
な
い

の
で
、
こ
の
活
動
は
自
分
自
身
の

成
長
や
新
た
な
視
点
を
見
つ
け
る

こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

一
人
一
人
に
合
わ
せ
て
勉
強
を
教

え
る
こ
と
は
将
来
に
役
立
つ
と
思

う
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
た

い
で
す
。

一
緒
に
生
き
物
つ
か
ま
え
た
よ

岡
田
稀
心
さ
ん
、梨
花
さ
ん（
惣
）

　

川
遊
び
を
し
ま
し
た
。
肩
ま
で

水
に
浸
か
っ
て
遊
ん
で
楽
し
か
っ

た
で
す
。
川
に
は
生
き
物
が
た
く

さ
ん
い
て
、
見
る
も
の
が
い
つ
も

と
違
っ
て
特
別
で
し
た
。
二
人
で

力
を
合
わ
せ
て
魚
や
エ
ビ
を
捕
ま

え
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
カ
ワ

ニ
ナ
も
見
つ
け
ま
し
た
。
今
度
は

も
っ
と
大
き
な
魚
を
捕
ま
え
た
い

で
す
。

真庭市立湯原図書館

今月のおすすめの本

〒717-0406 真庭市豊栄1515
TEL0867-62-2014 FAX0867-62-2097
開館時間 9:00~17:00 
休館日 毎週月曜日､年末年始

くねくねの線がひかれた道
路やウミガメが泳いでいる
学校のプールなど、思わず

「なんだこれ？」と目を引
く不思議な風景ばかり。全
国各地にある32の不思議
な風景を写真で紹介し、そ
の成り立ちや正体を分かり
やすく解説しています。

『しらべるふうけいのずかん』
おかべたかし／著　やまでたかし／写真　東京書籍

まるで入浴剤を選ぶような
気分で、22人の作家による
お気に入りの一編を見つけ
られるのが、この本の楽し
みの一つ。どの作品も数分
で読める短編なので気軽に
楽しめます。家風呂、銭湯、
温泉、さらには宇宙まで。
心ほどけるひとときを届け
てくれる一冊です。

『5分後にお風呂に入りたくなる! 湯けむり文学』
講談社／編　講談社

今夜はお祭り。にぎやかな
お囃子が響き、屋台からは
いいにおい。「いらっしゃい、
いらっしゃい」と元気な声
が飛び交います。あつあつ
の鉄板でまんまるに焼けた

「たこ焼き」、雲のようにふ
わふわの「わたがし」。他
にはどんな食べ物が待って
いるのでしょうか? 

『いらっしゃいおまつりだ！』
山本祐司／作　ほるぷ出版

手作りで楽しめる冷たい
デザートを3 つのジャン
ルに分けて紹介したレシ
ピ集。大人はもちろん、
家族やお子様と一緒に楽
しめるフレーバーも充実
しています。「大人だって
アイスが好き！」という
気持ちに応えてくれる夢
いっぱいの一冊です。

『ひんやり大人のアイスデザート』
藤野貴子／著　マイナビ出版

▲ PNこっちゃん▲PN マニワの人さん
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手話のことをもっと手
たい時は知りた

真庭いきいき
テレビを見よう

真庭いきいきテレビのコーナー「手話でしゅ
わわせ」では、日常で使える手話などを紹介
しています。

MITホームページ▶

真庭市公式YouTube▶

●毎月第３火曜日
　ほっとまにわいどチャンネルで
　放送中

かんたん
手話講座
問  福祉課  ℡0867-42-1581（℻1369）

今月の手話
『スポーツ（運動）』

手話：真庭聴覚障害者コミュニケーション
　　 の会やまなみ　山本　亨さん

今回の手話を
動画で見てみよう

8115 （℻1369）

みんな
で

やろう！

スポーツ（運動）
①両手を開いて、
胸の前で構えます。

②左右の腕を前に
向かって円を描く
ように交互に動か
し、走っている様子
を表します。

※８月号の「秋」と
組み合わせると
「スポーツの秋」
になります！

あ
り
が
と
う
家
族
の
思
い
実
る
秋　
　
　
　

月
あ
か
り　
　

組

実
入
り
待
つ
財
布
ふ
く
ら
む
年
金
日　
　
　

保
恵　
　
　
　

落
合
垂
水

実
り
有
る
人
生
か
な
と
自
問
す
る　
　
　
　

春　
　
　
　
　

久
世

あ
ぜ
の
草
刈
っ
て
実
り
の
秋
を
待
つ　
　
　

岩
古
房
惠　
　

蒜
山
東
茅
部

稲
穂
出
て
実
り
が
こ
わ
い
米
相
場　
　
　
　

茅
乃　
　
　
　

蒜
山
東
茅
部

金
色
の
実
り
豊
か
な
稲
穂
か
な　
　
　
　
　

く
ま
ち
ゃ
ん　

上
市
瀬

実
り
あ
る
話
を
聞
い
た
が
眠
く
な
る　
　
　

竹
井
雪
江　
　

勝
山

歳
重
ね
実
り
し
稲
穂
と
似
た
か
ら
だ　
　
　

徳
岡
貴
美
枝　

落
合
垂
水

と
な
り
か
ら
実
の
り
の
秋
を
お
す
そ
わ
け　

梨
沙              

杉
山

実
り
あ
る
人
生
だ
っ
た
と
言
え
る
歳　
　
　

中
山
春
子       

本
庄

作
不
作
日
頃
の
汗
と
空
が
決
め　
　
　
　
　

甘
翁              

栗
原

豊
作
だ
実
り
の
秋
に
礼
を
言
う　
　
　
　
　

赤
木
和
子       

余
野
下

若
葉
か
ら
実
り
待
つ
日
々
幸
思
う　
　
　
　

節
分
山　
　
　

落
合
垂
水

老
い
て
な
お
実
り
夢
み
て
ク
ワ
を
振
る　
　

永
田
行
雄　
　

樫
東

人
生
の
実
り
へ
越
え
た
幾
山
河　
　
　
　
　

横
山
と
も
子　

久
世

コ
ツ
コ
ツ
と
努
力
が
実
り
桜
咲
く　
　
　
　

こ
す
も
す　
　

上
水
田

初
恋
が
実
り
て
今
は
二
児
の
母　
　
　
　
　

大
原
良
治　
　

上
水
田

〈
軸
吟
〉
育
ん
だ
愛
が
実
っ
て
ゴ
ー
ル
イ
ン　
永
田
寿
道

岡山県の郷土料理「けんびき焼き」
北房文化センターで8月6日、郷土料理を研究している「奥きびの里」の
メンバーと同志社大学の学生、地域の小中学生が「けんびき焼き」を作
りました。世代や地域を超えて、郷土料理で交流を深めている1枚です。

今
月
の1枚

川柳  「実り」 選：真庭川柳協会　永田寿道さん

▲山本華夢さん
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が
り
や
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
こ
と
。
そ
し
て
、
今

の
活
動
を
長
く
継
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
そ

の
た
め
に
も
、
次
の
世
代
に
も
っ
と
働
き
か
け
、
一
緒
に

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
意
気
込
み
ま
す
。

「
気
持
ち
は
あ
る
け
ど
、
ど
う

し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な

い
」。
そ
う
い
っ
た
人

は
、
ぜ
ひ
お
チ
ア
ー

ズ
の
2
人
と
一
緒
に

活
動
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

お
チ
ア
ー
ズ
を
立
ち
上
げ
た
き
っ
か
け
と
思
い

　

商
工
会
や
青
年
会
議
所
の
役
員
を
引
き
受
け
る
な
ど
、

真
庭
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
活
動
し
て
い
る
小
林
さ
ん
と
道

満
さ
ん
。「
自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
落
合
と
い
う
ま
ち

を
も
っ
と
盛
り
上
げ
て
い
け
た
ら
」
と
い
う
思
い
で
地
域

応
援
団
体
「
お
チ
ア
ー
ズ
」
を
立
ち
上
げ
た
そ
う
で
す
。

2
0
2
1
年
9
月
か
ら
活
動
を
続
け
て
早
5
年
。
立
ち
上

げ
た
当
初
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
開
催

で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
最
初
の
活
動
は
、

真
庭
高
校
の
生
徒
や
地
域
団
体
な
ど
と
取
り
組
ん
だ
ク

イ
ズ
番
組
。
そ
の
後
は
、『
落
合
de
の
み
〜
の
』
や
『
お

ち
あ
い
元
気
フ
ェ
ス
タ
』
を
中
心
に
、
落
合
の
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
で
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ

と
は
、
小
林
さ
ん
は
、「
最
初
の
ク
イ
ズ
番
組
は
、
多
く

の
人
と
協
力
し
、
何
日
も
か
け
て
取
り
組
ん
だ
の
で
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
」と
振
り
返
り
ま
す
。道
満
さ
ん
は
、「
の

み
〜
の
や
元
気
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
、
年
齢
の
垣
根
を
越
え
て
交
流
を
楽
し
ん
で
く
れ
て

い
る
の
が
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
」
と
語
り
ま
す
。

活
動
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に

　

落
合
の
良
さ
に
つ
い
て
2
人
は
、「
人
が
優
し
く
、
と

て
も
協
力
的
。
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
地
域
の
人
か
ら
も

前
向
き
な
意
見
が
積
極
的
に
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

と
語
り
ま
す
。
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
人
と
人
の
つ
な

小林 督治  
Kobayashi  TokujiKobayashi  Tokuji

＆
道満 洋和  
Doman Doman 　  　  HirokazuHirokazu

2026
77

昨年のおちあい
元気フェスタの
様子

小林 督治さん（落合垂水） ※写真左
有限会社落合タクシー三代目。釣りと植物
を育てることが好き。

道満 洋和さん（西原） ※写真右
株式会社道満石油店四代目。ランニングや
旅行が好きで、時にはバーベキューをする
ことも。
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「
毎
日
朝
晩
、き
ち
ん
と
歯
を
磨

い
て
い
る
か
ら
自
分
は
大
丈
夫
」

と
思
っ
て
い
る
人
ほ
ど
注
意
が
必

要
で
す
。
統
計
で
は
、
成
人
の
約

80
％
が
歯
周
病
に
か
か
っ
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。歯
周
病
は
、

口
の
中
の
細
菌
が
歯
ぐ
き
の

間

（
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
）
で
繁
殖
し
、

歯
を
支
え
る
骨
を
じ
わ
じ
わ
と
破

壊
し
て
い
く
病
気
で
す
。
こ
の
病

気
の
恐
ろ
し
い
点
は
、
初
期
段
階

で
は
「
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
が
な

い
こ
と
」
で
す
。
そ
し
て
、
罹り

患か
ん

す
る
人
が
急
増
す
る
の
が
「
35
歳

以
上
」
の
、
ま
さ
に
働
き
盛
り
の

世
代
で
す
。
日
々
の
タ
ス
ク
や
職

責
、
家
庭
の
忙
し
さ
か
ら
受
診
を

後
回
し
に
し
て
い
る
と
、
あ
る
日

突
然
「
歯
ぐ
き
か
ら
血
が
出
る
」

「
歯
が
グ
ラ
グ
ラ
す
る
」
と
い
っ

た
重
症
化
し
た
状
態
で
現
れ
、
大

切
な
歯
を
失
う
最
大
の
原
因
に
な

り
ま
す
。
さ
ら
に
近
年
の
研
究
で

は
、
歯
周
病
が
糖
尿
病
な
ど
の
全

身
の
生
活
習
慣
病
を
悪
化
さ
せ
る

こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
高

血
糖
状
態
は
歯
の
周
り
に
あ
る
組

織
を
破
壊
し
、
逆
に
歯
周
病
の
炎

お話：おおくに歯科医院   院長  大國　伸さん
　　   問  TEL 0867-66-4488（FAX4406）

お口からはじめる健やかな未来

「
歯
の
定
期
検
診
」が
家
族
の
笑
顔
を
守
る

　

虫
歯
や
歯
周
病
を
防
ぐ
た
め
に

最
も
大
切
な
の
は
、
自
分
で
行
う

毎
日
の
歯
磨
き
（
セ
ル
フ
ケ
ア
）

と
、
歯
科
医
院
で
の
専
門
的
な

チ
ェ
ッ
ク
・
清
掃
（
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
ケ
ア
）
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
す
。
ど
ん
な
に
丁

寧
に
磨
い
て
も
、
歯
ブ
ラ
シ
の

届
か
な
い

間
や
奥
歯
の
溝
に

は
必
ず
「
歯
垢
（
プ
ラ
ー
ク
）」

が
残
り
ま
す
。
こ
れ
が
硬
い
「
歯

石
」
に
変
わ
る
と
、
も
う
自
分

で
は
落
と
せ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

3
〜
4
カ
月
に
1
回
、
定
期
的
に

歯
科
医
院
に
通
い
、
お
口
の
プ
ロ

に
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
て
も
ら
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
痛
く
な
っ
て
か
ら
行
く
治
療
」

に
比
べ
て
、「
痛
く
な
る
前
に
受

け
る
定
期
検
診
」
は
通
院
回
数
も

費
用
も
格
段
に
少
な
く
済
み
、
結

果
と
し
て
最
も
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
よ
く
健
康
を
維
持
で
き
る

賢
い
選
択
な
の
で
す
。

　

今
日
か
ら
新
し
い
お
口
の
健
康

習
慣
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

口
腔
内
環
境
は
、
世
代
を
超
え

て
、
特
に
親
か
ら
子
へ
と
強
く
影

響
し
合
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
人
、
そ
し
て

現
在
子
育
て
真
っ
最
中
の
人
に
ぜ

ひ
知
っ
て
ほ
し
い
事
実
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
「
生
ま
れ
た
ば
か
り

の
赤
ち
ゃ
ん
の
口
に
は
虫
歯
菌
が

ゼ
ロ
」だ
と
い
う
こ
と
で
す
。で
は
、

な
ぜ
子
ど
も
が
虫
歯
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。
原
因
の
一
つ
と
し
て

生
後
1
〜
2
歳
頃
の
デ
リ
ケ
ー
ト

な
時
期
に
、
周
囲
の
大
人
か
ら
の

ス
プ
ー
ン
や
お
箸
の
共
有
、
食
べ

物
の
口
移
し
な
ど
を
介
し
て
、
唾

液
と
と
も
に
虫
歯
菌
が
う
つ
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
子
ど

も
の
健
や
か
な
歯
を
守
る
た
め
に

一
番
効
果
的
な
の
は
、
周
囲
の
大

人
が
口
の
中
を
キ
レ
イ
に
保
つ
こ
と

で
す
。
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
は
も

ち
ろ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
も
含
め
た
家
族
み
ん
な
が
、

赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
前
や
子
ど
も
が

小
さ
い
う
ち
か
ら
歯
科
医
院
を
受

診
し
、
歯
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や
歯

石
取
り
を
し
て
、
口
の
中
の
細
菌

の
数
を
減
ら
し
て
お
く
。
こ
れ
こ

そ
が
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
何
よ
り

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

症
物
質
は
血
液
を
介
し
て
イ
ン
ス

リ
ン
の
働
き
を
邪
魔
し
、
血
糖
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
を
乱
し
ま
す
。
し
か

し
、
歯
科
医
院
で
歯
周
病
治
療
を

行
う
と
、
口
の
中
だ
け
で
な
く
、

血
糖
値
の
指
標
（HbA1c

）
も
改

善
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
忙
し
い
か
ら
こ
そ
、
お
口
の

ケ
ア
で
全
身
の
生
活
習
慣
病
を
予

防
す
る
こ
と
が
、
長
く
元
気
に
働

き
続
け
る
た
め
の
最
大
の
自
己
投

資
（
歯
）
な
の
で
す
。

真
庭
を
笑
顔
あ
ふ
れ
る

「
健
口
」の
ま
ち
に

「
セ
ル
フ
ケ
ア
」と「
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
ケ
ア
」の
両
輪
を

子
ど
も
の
た
め
に
始
め
る
、

大
人
の
虫
歯
予
防

35
歳
か
ら
急
増
！
働
き
盛
り

を
脅
か
す「
歯
周
病
」の
リ
ア
ル
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北
房
文
化
遺
産
保
存
会
が
今
年
で
設
立

10
周
年
を
迎
え
、7
月
26
日
に
岡
山
大
学

の
今
津
勝
紀
教
授
を
招
い
た
記
念
講
演
会

を
北
房
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
き
ま
し
た
。

平
成
28
年
に
「
荒
木
山
の
古
墳
を
検
証
す

る
会
」
と
し
て
地
域
の
有
志
21
人
で
立
ち

上
げ
ら
れ
、
令
和
3
年
に
名
前
を
変
え
現

在
は
約
70
人
で
活
動
。
荒
木
山
西
塚
古
墳

の
発
掘
調
査
を
は
じ
め
歴
史
資
源
の
活
用

に
よ
る
町
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
参
加
者
は
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
地
域

の
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
て
い
ま
し
た
。

7
月
28
日
、
勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー
で
第

2
回
食
育
推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
研
修

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
午
前
に
行
わ
れ
た

新
会
員
研
修
で
は
、
食
育
や
健
幸
ま
に
わ

プ
ラ
ン
に
お
け
る
食
育
推
進
に
つ
い
て
学

ん
だ
後
、
調
理
実
習
を
実
施
。
一
つ
一
つ

の
作
業
が
衛
生
的
に
行
え
て
い
る
か
を
確

認
し
ま
し
た
。
午
後
に
行
わ
れ
た
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
研
修
で
は
、
ど
の
よ
う
な
食

育
が
伝
え
ら
れ
る
か
を
考
え
た
り
、
食
育

ツ
ー
ル
に
触
れ
た
り
し
て
、
今
後
の
活
動

へ
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
て
い
ま
し
た
。

講演会の様子

新会員研修で行われた調理実習

郡神社火祭り 美甘夏祭り中和ふるさとまつり

北
房
の
歴
史
追
い
10
周
年

北
房
文
化
遺
産
保
存
会
10
周
年
記
念
講
演
会

食
育
活
動
の
活
性
化
へ

第
2
回
食
育
推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
研
修
会

久世リバーサイドフェスティバル 落合納涼花火大会

　

真
庭
市
で
は
、
市
内
各
地
で
花
火
大
会
や
夏
祭
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
岡
山
県
北
最
大
級
と
い
わ
れ
る
落
合
納
涼

花
火
大
会
の
ほ
か
、
美
甘
や
北
房
、
蒜
山
に
久
世
と
、
各

地
へ
市
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

楽
し
み
方
も
そ
れ
ぞ
れ
で
、
屋
台
で
グ
ル
メ
を
味
わ
っ
た

り
、
伝
統
の
踊
り
を
踊
っ
た
り
、
さ
ら
に
は
、
最
後
は
み

ん
な
そ
ろ
っ
て
大
輪
の
花
咲
く
空
を
眺
め
て
い
ま
し
た
。

一
際
大
き
な
花
火
に
歓
声
が
上
が
る
な
ど
、
真
庭
の
夏
は

今
年
も
盛
況
で
し
た
。

真庭の夏 各地で盛況真庭の夏 各地で盛況
市内各地の花火大会・夏祭り市内各地の花火大会・夏祭り
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まちの話題

　

8
月
9
日
、
勝
山
の
旭
川
で
川
遊
び
の

イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
、
市
内
外
の
小
学
4

年
生
ま
で
の
子
ど
も
と
保
護
者
、
合
わ
せ

て
約
90
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
川
遊
び
の

楽
し
さ
や
水
辺
の
生
き
物
を
知
っ
て
も
ら

お
う
と
、
有
志
団
体
の
川
ガ
キ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
昨
年
か
ら
開
い
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
は
慣
れ
な
い
地
形
に
足
を
取
ら
れ

な
が
ら
も
、
流
れ
が
あ
る
川
で
の
水
遊
び

を
思
う
存
分
に
楽
し
ん
だ
り
、
捕
ま
え
た

生
き
物
に
つ
い
て
専
門
家
か
ら
教
わ
っ
た

り
し
て
、
自
然
に
親
し
ん
で
い
ま
し
た
。

大人に見守られながら川遊びを楽しむ子どもたち

柴田澄江さん（別所）が 7
月25日に百歳を迎えられま
した。デイサービスやショ
ートステイに行くのが楽し
みで、塗り絵をよくしてい
るそうです。何でもよく食
べることが長寿の秘けつと
のことです。

7/25 デイサービスやショートステイが楽しみ

多世代交流を目的に食事や
交流を楽しむイベントが八
束コミュニティセンターで
開催。レクリエーションを
楽しんだ後は昼食にカレー
ライスなどが振舞われ、参
加者は会話を弾ませながら
和やかに過ごしていました。

7/28 地域をつなぐ「おふく食堂」

勝山文化往来館ひしおで開
催されたTシャツアートと
エコバッグアートで遊ぶワ
ークショップに、市内外か
ら参加者が集まりました。
子どものみならず、大人も
一緒に楽しみながらオリジ
ナル作品を作っていました。

8/2 アートでオリジナル作品を作ろう

勝山木材市場が事業所内で
開いた「親子で陶芸体験」
に、市内外から約20組が参
加。備前焼作家の柴岡力さ
んと弟の久さんを講師にコ
ップや皿などを作りました。
子どもより真剣に取り組む
親の姿もありました。

8/1 備前焼づくりに親子で挑戦

清友輝子さん（別所）が 8
月10日に百歳を迎えられま
した。テレビで相撲を観る
のが好きで、入浴も一人で
できるほど元気。何でもよ
く食べ、ストレスをためな
いようによく笑うことが長
寿の秘けつとのことです。

8/10 テレビで相撲を観るのが大好き

　

Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｗ
Ａ
若
者
博
が
8
月
8
日
、

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

催
し
は
、
真
庭
市
を
拠
点
に
中
高
生
ら
の

支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

m
anabo-de

が
、
設
立
3
周
年
を
記
念

し
て
開
催
。
会
場
で
は
、
市
内
外
の
小
学

生
か
ら
大
学
生
ま
で
の
4
人
が
3
組
に
分

か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
や
将
来
へ
の

思
い
を
発
表
し
ま
し
た
。
真
庭
市
か
ら
は

「
真
庭
学
習
会
」
の
高
校
生
2
人
が
登
壇

し
、
活
動
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
や
今
後

の
改
善
点
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
し
た
。

真庭学習会の高校生による活動発表の様子

若
者
た
ち
が
活
動
や
夢
を
発
表

Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｗ
Ａ
若
者
博

親
子
で
地
域
の
川
に
触
れ
る

勝
山
で
昔
な
つ
か
し
川
遊
び
を
や
っ
て
み
よ
う
！
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令和8年熊本地震・8月千葉豪雨で
被害にあわれた方々に
心からお見舞い申し上げますとともに
犠牲になられた方々に
謹んでお悔やみ申し上げます

令
和
8
年
熊
本
地
震
・
8
月
千
葉
豪
雨
で

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
へ
義
援
金
を
送
り
ま
す
。

今
、私
た
ち
に

で
き
る
こ
と
。

で
き
る
こ
と
。

義援金を受け付けています。
真庭真庭市で市で市ででででででででででではははははははははは、、「令令「令「令令令和和和和888年熊年熊年熊年年熊熊本地本地本地本地地震震震震」」」」・・・・「令「令「令令「令令令令和和和和和和和88888年年年年年年8888888月千月千千月千月千千月千月千千千千千千千葉豪葉豪葉豪葉豪葉豪葉豪葉豪葉豪豪葉豪葉豪豪豪雨」雨雨」雨」雨」雨」」雨雨」雨」雨雨 のののののののののののののののの災害災害災害災害災害災害災害災災害災害災害災害災害災災災災災害災災災災災災 義援義援義援援義援義援義援義援義援義援義援義援義援義援義義義 金を金を金を金を金を金を金金金を金を金金金を金金 受け受け受け受け受け受け受け受けけ受けけ受けけ受けけ付け付付け付け付け付付付付付 ていていていていますますますすすすすすますすすす。。。。。。。。。。
義援義援義援義援義援義援義援義援援義 金は金は金はは金は金は金ははは金ははは、、、日、日、日、日、、日、日、 本赤本赤本赤本赤本赤赤赤赤赤赤十字十字十字十字十十字十十十十 社を社を社を社を社を通じ通じ通じじ通じ通 て、て、て、てて、て、て、て、ててててて 被災被災被災被災被被被被被災被災被災被 地へ地へ地へ地へ地へ地へ地地 お届お届お届届届お届届届届届届届届届けしけしけしけしけしけしけしけしままままままままままままますすすすすすすすすすす。。。。。。。。皆さ皆さ皆さ皆さ皆さ皆さ皆さ皆さ皆さ皆さ皆さ皆さ皆さ皆さ皆ささ皆さ皆さささ皆ささ皆 んのんのんのんのんのんのんのんのんののんんんんんのご協ご協ご協ご協ご協ご協ご協協ご 力を力を力を力を力を力を力を力を力をお願お願お願おおお願お願お願お願おおお願おお いしいしいしいしいししいしいしまままままままままままままますすすすすすすすすすす。。。。。。。。。。。。。

▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶募募募募募募募募募募募募募募募募募募金金金金金金金金金金金金金方方方方方方方方方方方方方方法法法法法法法法法法法法法法法
市市市市市市市市市市市市役役役役役役役役役役所所所所所所所所所所所所本本本本本本本本本本本本本本庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎、、、、、、、、、、、、各各各各各各各各各各各各各各振振振振振振振振振振振振興興興興興局局局局局局局、、、、、、、湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯原原原原原原原原原原原原原温温温温温温温温温温温温温温泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉病病病病病病病病病病病病病院院院院院院院院にににににににににににににに設設設設設設設設設設設設置置置置置置置置置置置置置しししししししししししたたたたたたたたたたたた募募募募募募募募募募募募金金金金金金金金金金金箱箱箱箱箱箱箱箱箱箱箱箱箱箱ででででででででででででで
受受受受受受受受受受受受受受けけけけけけけけけけけ付付付付付付付付付付付付付付付けけけけけけけけけけけけけててててててててててていいいいいいいいいいいままままままままままますすすすすすすすすす。。。

　まままままままままままままたたたたたたたたたた、、、、、、、、、、、、銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀行行行行行行行行行行行振振振振振振振振振振振振振りりりりりりりりりりりりり込込込込込込込込込込込込込込みみみみみみみみみみみみみみにににににににににににによよよよよよるるるるるるるるるるるるる募募募募募募募募募募募募募金金金金金金金金金金ももももももも可可可可可可可可可可可能能能能能能能能能能能でででででででででででですすすすすすすすすすすすすすすす。。。。。。。。。。。。。
▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶主主主主主主主主主主主なななななななななな金金金金金金金金金金金金融融融融融融融融融融融融融機機機機機機機機機機機関関関関関関関関関関関関関
ゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆううううううううううちちちちちちちちちちちちちょょょょょょょょょょょょ銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀行行行行行行行行行行行行・・・・・・・・郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵便便便便便便便便便便便便便便局局局局局局局局局局局、、、、三三三三三三井井井井井井井井井井井井住住住住住住住住住住住住住住友友友友友友友友友友友友友友銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀行行行行行行行行行行行行行行行、、、、、、、、、、、、、三三三三三三三三三三三菱菱菱菱菱菱菱菱菱菱菱菱菱UUUUUUUUUUUUUUFFFFFFFFFFFFFFJJJJJJJJJJJJJ銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀行行行行行行行行行行行行行行行行、、、、、、、、、みみみみみみみみみみずずずずずずずずずずずずほほほほほほほほほほほほほ銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀行行行行行行行行行行行

※市※市※市※市※市※市市※市※市市でではではではではではではではではではではで 物品物品物品物品物品品品物品物物品物物品物 の寄の寄の寄の寄の寄寄の寄の寄のの寄贈は贈は贈は贈は贈は贈は贈は贈は贈は贈は贈は贈贈は受け受け受受け受け受け受け受受受 付け付け付け付け付け付け付け付けけ付けけけ付けけけけけていていていていていていていていていていていいいていて ませませませませませませまませませませませませませませませませませせんのんのんのんのんのんのんのんのんのんのんのんのんんののん で、で、で、でで、でで、で、で、で、で、で、でで ご了ご了ご了ご了ご了ご了ご了ご了ご了ご了ご了ご了了ごごご了了了了承く承く承く承く承く承く承く承く承く承く承く承く承 ださださださださだださだださださださださだささい。い。い。い。い。いい。い。い。いいいいい

問問問問問問問問 福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉課課課課課課課課課課課課   TTTTTEEELLLLLL0000888866667777-44444444422222---11111155555555588888888881111（（（（（（（（（（（（FFFFFFFFFAAAAAAAAAXXXXXXXXXXX111111111133333333366666666699999999））））））））） 真庭市ホームページ▶

被災地派遣職員出発式の様子（8/12）
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